
          

            

        

                  

                                      

            

年

次

大

会

で

は

、

東

北

電

労

・

栁

本

雄

朗

代

議

員

を

議

長

に

選

出

し

、

釜

石

・

遠

野

地

協

の

大

和

田

理

議

長

が

あ

い

さ

つ

、

震

災

復

興

、

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

、

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

な

ど

を

は

じ

め

と

す

る

地

協

運

動

へ

の

一

層

の

結

集

を

訴

え

ま

し

た

。 

引

き

続

き

、

来

賓

を

代

表

し

て

連

合

岩

手

・

八

幡

博

文

会

長

か

ら

祝

辞

を

い

た

だ

い 

               

           

た

後

、

一

般

経

過

報

告

や

決

算

な

ど

の

「

報

告

事

項

」

と

運

動

方

針

案

や

予

算

案

な

ど

の

「

審

議

事

項

」

の

説

明

・

提

起

を

行

い

ま

し

た

。 

 

「

二

〇

一

九

年

度

運

動

方

針

案

」
で

は

、「

地

域

の

労

働

者

・

生

活

者

の

雇

用

と

生

活

の

安

心
・
安

定

」「

地

域

づ

く

り

へ

の

貢

献

」

を

軸

と

し

、 

       

釜

石

・

遠

野

地

協

は

、

青

年

委

員

会

結

成

を

展

望

し

な

が

ら

二

回

に

わ

た

り

「

青

年

組

合

員

意

見

交

換
・
交

流

会

」

を

開

催

し

て

意

見

交

換

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。 

 

「

意

見

交

換

・

交

流

会

」

を

通

じ

て

、

青

年

委

員

会

結

成

を

前

提

と

せ

ず

に

地

協

活

動

の

な

か

で

の

青

年

活

動

の

あ

り

方

や

課

題

の

議

論

を

進 

  

「

地

協

独

自

の

Ｆ

ａ

ｃ

ｅ

ｂ

ｏ

ｏ

ｋ

開

設

」
、
「

尾

崎

半

島

へ

の

植

林

」「

連

合

平

和

行

動

へ

の

派

遣

補

助

」「

青

年

委

員

会

活

動

を

考

え

る

会

で

の

議

論

」「

各

級

選

挙

の

取

り

組

み

」

「

連

合

岩

手

の

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

成

功

に

向

け

た

取

り

組

み

」「

九

〇

回

記

念

メ

ー

デ

ー

開

催

」

な

ど

の

運

動

に

取

り

組

む

方

針

を

提

起

し

、

承

認

さ

れ

ま

し

た

。 

 

大

会

で

は

、

全

議

案

を

承

認

し

た

後

、「

大

会

ア

ピ

ー

ル

案

」

を

採

択

し

、

最

後

に

大

和

田

議

長

の

「

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ウ

」

で

二

〇

一

九

年

度

の

釜

石

・

遠

野

地

協

の

運

動

推

進

を

意

思

統

一

し

ま

し

た

。 

      

め

な

が

ら

、

そ

の

解

決

の

た

め

の

取

り

組

み

を

考

え

る

必

要

性

に

つ

い

て

の

意

見

が

だ

さ

れ

ま

し

た

。 

 

地

協

で

は

、

こ

れ

ら

の

意

見

を

ふ

ま

え

、

十

二

月

一

〇

日

に

「

青

年

委

員

会

活

動

を

考

え

る

会

」（

仮

称

）
を

開

催

し

、

青

年

組

合

員

が

主

体

的

に

青

年

活

動

を

考

え

る

取

り

組

み

を

進

め

ま

す

。 

 

釜

石
・
遠

野

地

協

は

十

一

月

十

九

日
（

月

）
に

釜

石

市

で

第

三

〇

回

年

次

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

年

次

大

会

で

は

、
「

地

域

に

根

ざ

し

た

運

動

展

開

」

「

組

織

強

化
・
人

材

育

成

」「

各

級

選

挙

闘

争

推

進

」

な

ど

を

提

起

し

た

二

〇

一

九

年

度

運

動

方

針

案

や

予

算

案

を

可

決

し

、

一

層

の

運

動

の

推

進

に

向

け

意

思

統

一

し

ま

し

た

。 

釜
石
・
遠
野
地
協
第
三
〇
回
年
次
大
会
を
開
催 

地
域
に
貢
献
す
る
運
動
の
推
進
を
意
思
統

一 
 

 

 

大 会 冒頭 で あ い さ つ す る釜 石 ・ 遠 野 地 協 の大 和 田 議 長  

連 合 岩手 ・ 八 幡 会 長 か ら祝 辞 を い た だ く  

青
年
組
合
員
が
主
体
的
に
議
論 

「
青
年
委
員
会
活
動
を
考
え
る
会
」
を

開
催
へ 

 



              

              

          

                                       

                                       

連

合

岩

手

は

一

〇

月

二

六

日

（

金

）

盛

岡

市

「

岩

手

教

育

会

館

」

で

「

第

三

〇

回

年

次

大

会

」

を

開

催

し

ま

し

た

。 今

年

度

は

中

間

年

に

あ

た

る

こ

と

か

ら

昨

年

の

定

期

大

会

で

確

認

さ

れ

た

方

針

を

基

本

と

し

た

具

体

的

な

運

動

方

針

な

ど

を

議

論

す

る

大

会

と

な

り

ま

す

。 

大

会

の

冒

頭

、

連

合

岩

手

の

八

幡

会

長

が

あ

い

さ

つ

、

来

年

の

結

成

三

〇

周

年

を

機

に

、

さ

ら

に

連

合

岩

手

が

社

会

か

ら

信

頼

さ

れ

る

組

織

と

な

る

よ

う

取

り

組

む

決

意

を

表

明

す

る

と

と

も

に

、

参

院

選

を

は

じ

め

と

す

る

各

種

選

挙

で

の

政

権

に

対

峙

で

き

る

勢

力

の

結

集

に

努

力

す

る

考 

                 

え

を

明

ら

か

に

し

ま

し

た

（

会

長

あ

い

さ

つ

参

照

）
。 

報

告

・

議

事

で

は

「

二

〇

一

八

春

季

生

活

闘

争

等

の

ま

と

め

（

案

）
」
「

第

二

五

回

参

議

院

議

員

通

常

選

挙

の

基

本

方

針

（

案

）
」
「

二

〇

一

九

年

度

具

体

的

運

動

方

針

（

案

）
」

な

ど

が

提

案

さ

れ

ま

し

た

。 
 

出

席

代

議

員

か

ら

「

給

付

型

奨

学

金

の

取

り

組

み

」「

政

治

闘

争

の

推

進

」「

財

政

状

況

と

予

算

執

行

の

あ

り

方

」

な

ど

に

つ

い

て

発

言

が

あ

り

、

す

べ

て

の

報

告

・

議

案

が

可

決

・

承

認

さ

れ

ま

し

た

。 

引

き

続

き

「

大

会

ア

ピ

ー

ル

案

」「

ス

ロ

ー

ガ

ン

」
を

採

択

し

、

八

幡

会

長

の

「

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ウ

」

で

大

会

を

閉

じ

ま

し

た

。 

                  

                                       

連合岩 手第３ ０回 年次大 会  

八幡会長あいさつ（要旨）  

◆ 大 阪 北 部 地 震 、 西 日 本 豪 雨 災 害 、 台 風 ２ １

号 、 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 と 多 く の 自 然 災 害 に よ

り 犠 牲 に な ら れ た 方 々 に 哀 悼 の 意 を 表 す る と と

も に 、被 災 者 の 皆 様 に お 見 舞 い を 申 し あ げ ま す 。

連 合 岩 手 は 引 き 続 き 、 被 災 者 に 寄 り 添 っ た 活 動

を 展 開 す る 。  

◆ 2 01 8 春 季 生 活 闘 争 に つ い て 、 全 体 で は 昨

年 と 同 水 準 で 、 賃 上 げ の 流 れ は 力 強 く 継 続 。 一

方 、 大 企 業 と 中 小 企 業 と の 絶 対 水 準 の 差 が 拡 大

傾 向 に あ り 、 地 場 ・ 中 小 が 多 い 岩 手 で は 、 大 手

と の 賃 金 水 準 額 の 差 が 課 題 。 加 え て 未 組 織 労 働

者 の 底 上 げ に 向 け た 「 地 方 最 低 賃 金 」 は 、 早 期

に １ ０ ０ ０ 円 達 成 と あ わ せ 、 こ れ 以 上 の 全 国 と

の 格 差 の 拡 大 に 歯 止 め を か け る 必 要 が あ る 。  

 

◆ 実 質 賃 金 は 低 下 傾 向 、 原 油 高 も 相 ま っ て 苦

し い 状 況 が 継 続 。 格 差 是 正 に 向 け た 所 得 の 再 分

配 を 強 化 し た 税 制 全 体 の 見 直 し が 必 要 で あ る

が 、 増 税 対 策 と 人 材 不 足 へ の 対 応 を 含 め た 次 期

春 季 生 活 闘 争 方 針 の 「 組 み 立 て と 知 恵 出 し 」 が

重 要 。「 地 域 フ ォ ー ラ ム 」を 継 続 開 催 し 地 域 に お

け る 労 使 の 認 識 の 共 有 に も 努 め る 。 労 働 分 配 率

の 拡 大 が 持 続 的 成 長 に つ な が る と の 確 信 を 基 本

に 取 り 組 む 。  

◆ 政 治 と 来 年 の 各 種 選 挙 に つ い て 、 働 く 者 の

立 場 に 立 っ た 働 き 方 改 革 の 実 現 、 野 党 が 足 並 み

を そ ろ え て 国 民 目 線 を 意 識 し た 政 権 へ の 追 及 が

必 要 。 連 合 岩 手 は 、 来 年 の 参 院 選 を は じ め と し

た 岩 手 に お け る 各 種 選 挙 態 勢 に つ い て も 、 協 力

関 係 に あ る 労 働 団 体 ・ 政 党 と 連 携 し 政 権 に 対 峙

し た 勢 力 の 結 集 に 向 け 力 を 注 ぐ 。  

 

◆ 具 体 的 運 動 方 針 案 に つ い て 、 昨 年 の 定 期 大

会 で 確 認 さ れ た ２ 年 間 の 運 動 方 針 に 基 づ き 提

案 。 連 合 岩 手 と 構 成 組 織 ・ 地 協 が 連 携 強 化 し 、

震 災 復 興 を は じ め と し た 政 策 ・ 制 度 要 望 の 取 り

組 み や 、 未 組 織 労 働 者 の 底 上 げ の た め の 最 低 賃

金 の 引 き 上 げ 、 特 に も こ の １ 年 間 に お い て は 、

働 き 方 改 革 関 連 法 の 施 行 も 意 識 し つ つ 、 職 場 で

の 集 団 的 労 使 関 係 の 構 築 が 企 業 の 持 続 的 な 継 続

と 発 展 に 寄 与 し 、 労 働 者 の 幸 せ に も つ な が る と

の 考 え 方 で 、 組 織 拡 大 に 取 り 組 む 。 併 せ て 来 年

１ ２ 月 の 結 成 ３ ０ 周 年 を 機 に 運 動 を 総 括 し 、 構

成 組 織 と 連 合 岩 手 の 役 割 分 担 の 検 証 や 地 協 の 機

能 の 見 直 し も 含 め 、 本 部 の 見 直 し 方 針 を 踏 ま え

つ つ 、 ４ ０ 年 ５ ０ 年 を 見 据 え た 運 動 体 の 構 築 を

目 指 す 。 連 合 岩 手 が 常 に 労 働 者 に 寄 り 添 う こ と

に よ り 、 常 に 社 会 か ら 信 頼 さ れ る 組 織 と な る よ

う 、「 更 に 一 歩 前 へ 」を 合 い 言 葉 に 、構 成 組 織・

地 協 と の 信 頼 を ベ ー ス に 取 り 組 む 決 意 で あ る 。  

 

「具体的運動方針」など全議案を承認  

 

連 合 岩手 年 次 大 会 で あ いさ つ す る 連 合 岩 手・ 八 幡 会 長  

 

https://www.tohoku-rokin.or.jp/campaign/winter-2018.html?

